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止血・血栓管理：プラクティカルガイド

演者  メリーランド大学麻酔科教授
 心臓麻酔部長　

 田中　健一 先生

凝固管理の問題は複雑で理解できないという臨床麻酔・集中治療医は多いが、高齢化の進む現

在、周術期の止血・血栓管理は、臨床医として非常に重要な仕事の一つとなっている。現実に

経口、経皮および静脈投与の抗血栓薬または血小板阻害剤は、頻繁に処方されており、それら

が組み合わされて使用されている場合もある 1。一般におこなわれている凝固管理は、血小板数、

フィブリノゲン値、血漿プロトロンビン時間などが指標となる。しかしながら、急性および大

量出血時にはこれらの検査結果が、迅速に得られず、経験的な血小板および血漿投与に頼らざ

るを得ないこともある２。ベッドサイドで施行可能な全血凝固検査は、特定の凝固障害を迅速

に判定することが可能であるが、検査感度および限度を正しく理解しなければ、血液製剤の適

正投与には必ずしもつながらない。

この講義の目的は、１）単純化した凝固経路のレビュー、２）周術期の凝固障害のパターン考察、

３）血漿・全血凝固機能検査の比較、によって、臨床に即した止血・血栓管理術を探求するこ

とである。
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